
wikiを用いた土木用語データ
ベースの作成

建設情報マネジメント研究室

学籍番号 0417112

学生氏名 渡邊 悠



１．はじめに

• 紙から電子へ情報伝達媒体は移行してきて
いる．

• 多くの新語，外来語が出現し紙媒体での用語
辞典編集は困難を極めている．

• 整理された土木用語をインターネット上に公
開していくことは，必要とされている．
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２．研究内容
• 近年その利便性から活用が進んでいるwikiとい
うソフトを用いて，インターネット上で閲覧，編集
等が可能な土木用語データベースの構築を試
みた ．

wikiと呼ばれるソフトウェア群では，通常，誰でも，インター
ネット上のどこからでも，文書の書き換えができるようになっ
ている．この機能は情報が常に更新されていくことにより情
報の老朽化を防ぐというメリットがある．

wikiについて

3



•扱いやすい．
•いろいろな機能を持っている．
•作成者が日本人のため日本語による説明がある．

研究に使用するwiki
一言にwikiといってもmediawiki,，fleestylewiki,pukiwiki
など様々な種類がある．
そして研究に使用するwikiを比較検討した結果

などの理由によりpukiwikiを使用することに決めた．
作成したデータベースのサイト名：wiki土木用語辞典

4



Excelデータ22800語

(土木用語辞典収容全用語）

Excelデータ加工

Pukiwikiテキストルールに整合させる．

Pukiwiki編集ページに入力

phpプログラム（編集ページ毎）

閲覧用

データベース

更新用

データベース

４つの設定ページ作成

用語 解説

アーク切断工法

アークホーン

アーク溶接

アーケード

母材と電極と、、

送電用鉄塔、、

陽極と、、、

日よけや、、

＊＊アーク切断工法

＊＊アークホーン

＊＊アーク溶接

＊＊アーケード

母材と電極との間にアークを発生させ

送電用鉄塔に使われている架線金具の一

陽極と陰極の電極の間に空中放電させる

閲覧単位毎の編集ページ 新しい用語

新しい用語/form 
新しい用語/list 
新しい用語/page

Webサーバ

フリーウェア（tracker.

php)による用語出力の

ためのフォーム生成

土木用語辞典収容全用語

土木用語辞典収容全用語
＋

追加用語集

３．土木用語データベースの作成

• 本研究で作成したデータベースの概要を順を
追って説明していく．

作成過程
•土木用語辞典のデータ整理
•編集，閲覧認証設定
•閲覧用データベースと更新用データベース
•用語出力フォームを用いた投稿，編集 5

用語出力フォームを
用いた投稿，編集



土木用語辞典のデータ整理

1.土木用語辞典22800語
のexcelデータをpukiwiki
のテキストルールに整合
するよう加工した．
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pukiwiki編集ページ

PHPプログラム

2．pukiwiki編集ページに入力
し，これを用いてphpプログ
ラムを生成した．



• 本研究は日語のみの土木
用語辞典であることから50
音順に閲覧単位毎のペー

ジを作成した．

日本語のみの土木用語辞
典であることから50音順に
閲覧単位毎のページを作
成した．

３．完成したページ



編集，閲覧認証設定

• 編集，閲覧認証設定はユーザIDとパスワード
を入力しないとページ自体を編集，閲覧でき
ないように設定するもの．

• 本サイトは研究用であり一般公開が禁じられ
ているので特定の人間にのみ閲覧できるよう
に設定した．
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ユーザ名 パスワード

閲覧認証設定

編集認証設定



閲覧用データベースと
更新用データベース

• ページ上の用語が書き換えられ不適切な解
説や間違いが投稿される可能性がある．

• そこで，編集認証設定を利用し編集可能な
データベースと不可能なデータベースを構築
した．
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この結果

オリジナルの用語の情報を保持しつつ，ユーザ
により更新された用語集も扱うことができる



用語出力フォームを用いた投稿，編集

情報を共有する目的で作られたphpプログラムを用いて新しい

用語を出力する機能を付加した．

このプログラムは定義名，form，list，Pageの4つ
の設定ページで管理している．これを操作することで
項目数，フォームの範囲，文字の大きさなど様々な
カスタマイズがきる．

ページ名：新しい用語

このプログラムで生成される用語出力フォームを用いる
ことで，新しい用語や説明の記載がない用語に関する
情報を投稿することが可能となる．
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６．研究結果

• wiki土木用語辞典をネット上に設置することに成功
した．

• データ整理により利便性，閲覧性が向上した．
• 認証設定を強化することで著作権を保ち閲覧用
データベースの作成にも成功した．

• 用語出力フォームを用いた投稿，編集についても学
生に操作してもらったところ正常に動作していること
が確認できた．

ホームページアドレス

http://balius0417.la.coocan.jp/
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7,今後の展望

• 説明が記載されていない用語について調
べページを充実させるため学生等に記載
されていない用語等について投稿してもら
うことでデータを充実させる．

• 50音順毎でなく用語毎のページを作成す
ることで，既にあるページ名と同じ単語が
文中に現れると，自動でリンクが張られる
Autolink機能を持たせ検索性及び閲覧性
を向上させる．
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